
　お菓子の家の新しい主となったマツガミネコー
ヒービルヂングは、こだわりの料理やお菓子、ス
ペシャリティコーヒーを「ひとりでも　誰とでも」
楽しめるカフェ。中でも人気のパンケーキは、焼
き上がりに時間がかかるため、予約がおすすめです。
　ご好評にお応えして、開店時間を１時間早めて
９時オープンにしました。朝のグリムの森で、優
雅なコーヒータイムを過ごしてみませんか？
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　1911（明治44）年のこの日、オーストリア＝
ハンガリー帝国の軍人テオドール・エドラー・フォ
ン・レルヒ少佐が、日本で初めて本格的なスキー
指導を行いました。
　レルヒは、山岳地帯に配属されたことがきっか
けでスキーに強い関心をもち、アルペンスキーの
創始者ツダルスキーに師事した後、軍のスキー講
習会で講師を務めるなど、スキーの重要性を軍の
内外に広める活動を行っていました。
　一方日本では、当時、雪の中を移動する手段は
「歩く」しかなく、旧帝国陸軍が1902（明治35）
年に八甲田山で雪中行軍を行った際には、199名
もの死者を出す悲惨な遭難事故を起こしました。
この反省から、陸軍は、1910（明治43）年に軍

事視察のために来日したレルヒに、新潟県中頸城
郡高田（現在の上越市）の将校たちへのスキーの
指導を依頼しました。
　レルヒは、１年余りの高田滞在中に34回もの講
習を行った後、北海道でのスキー指導や日本各地
への旅を経て、1912年10月に日本を去りました。
　レルヒが日本で伝えたスキー術は、１本の長い
杖を使って滑る方法でした。急な斜面でも安全に
滑ることができるのが特徴で、高田の地形に合わ
せてこの方法を伝えたとされています。しかしな
がら、1923（大正12）年の第１回全日本スキー
選手権大会で２本杖式に圧倒されたこともあり、
１本杖スキーは衰退してしまいました。ですが、
現在も上越市の市民団体が技術を伝承しています。

今月の表紙

今月の何の日 １月12日　スキーの日

■人口と世帯（12月１日現在）
	 人口／60,244人（+52）、	男性／29,932人（+8）、	女性／30,312人（+44）、	世帯数／25,079世帯（+58）

　	今月の表紙は、昨年11月にグリムの森の「お
菓子の家」にオープンした「マツガミネコーヒー
ビルヂング103グリムの森店」の様子です。
　お菓子の家は、木々の中にたたずむ独特のフォ
ルムが印象的で、平成30年のオープン以来、訪れ
る人をあたたかく迎えてきました。店内には三角
形の窓からやわらかな陽光がさし込み、人の目を
気にせずくつろげる森の中の隠れ家のようです。

グリムの森の「お菓子の家」

※掲載写真の一部は、撮影時のみマスクをはずしています。
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